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ディジタル回路講義資料

第10回 同期式ｎ進カウンタ

担当：古橋武
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STEP9 製作課題解答 非同期式16進カウンタを製作せよ．
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STEP9 レポート課題解答 14進非同期式カウンタ

CK

D Q

Q
CLR

PR

510

510

関数
発生器

＋
－

LED5LED1

R1

R5

CK

D Q

Q
CLR

PR

510

LED4

R4

CK

D Q

Q
CLR

PR

510

LED3

R3

CK

D Q

Q
CLR

PR

510

LED2

R2

X3 X2 X1 X0

0 0 0 0
0 0 0 1
0 0 1 0
0 0 1 1
0 1 0 0
0 1 0 1
0 1 1 0
0 1 1 1
1 0 0 0
1 0 0 1
1 0 1 0
1 0 1 1
1 1 0 0
1 1 0 1
1 1 1 0
* * * *
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100の位1の位 10nの位10の位

・・
・

13nsec遅れ

非同期式カウンタの問題点
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1 1 * *
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真理値表

同期式3進カウンタ

0Q

どちらのフリップフロップに
も同時にクロックが入る．出
力は

全体で13[nsec]
しか遅れない．
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真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計

のカウンタ出力が
こうであったとする．

3進カウンタに

ので，ここは1でも0でも
カウンタの機能には関係
ない．

と呼ぶ．

3進なので，2まで数えた

にもどって欲しい．

入った後に
なるべきカウンタの出力
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0 1
1 0
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真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計

現在のカウンタ出力が
こうであったとする．

3進カウンタに

ので，ここは1でも0でも
カウンタの機能には関係
ない．

と呼ぶ．

3進なので，2まで数えた

にもどって欲しい．

入った後に
なるべきカウンタの出力
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0 0
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真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計

現在のカウンタ出力が
こうであったとする．

3進カウンタに

ので，ここは1でも0でも
カウンタの機能には関係
ない．

と呼ぶ．

3進なので，2まで数えた

にもどって欲しい．

クロックが入った後に
なるべきカウンタの出力
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現在のカウンタ出力

クロックが入った後に
なるべきカウンタ出力真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計



Q1 Q0 Y1 Y0

0 0 0 1
0 1 1 0
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現在のカウンタ出力

クロックが入った後に
なるべきカウンタ出力真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計
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3進なので，2まで数えた
次の出力は0
にもどって欲しい．

真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計

現在のカウンタ出力

クロックが入った後に
なるべきカウンタ出力



Q1 Q0 Y1 Y0

0 0 0 1
0 1 1 0
1 0 0 0
1 1 ＊ ＊
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3進なので，2まで数えた
次の出力は0
にもどって欲しい．

真理値表

同期式カウンタ

3進カウンタの設計

現在のカウンタ出力

クロックが入った後に
なるべきカウンタ出力

3進カウンタに
11の出力は無い
ので，ここは1でも0でも
カウンタの機能には関係
ない．ドントケア
(Don’t Care) と呼ぶ．
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真理値表

0 1
0
1

0 1
0
1

=1Y=0Y

出力Y1のカルノー図出力Y0のカルノー図
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真理値表

出力Y0のカルノー図
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真理値表
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出力Y0のカルノー図
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真理値表
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出力Y0のカルノー図
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真理値表
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出力Y0のカルノー図

010 Q QY =
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真理値表
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出力Y1のカルノー図

010 Q QY =
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出力Y0のカルノー図
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真理値表
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1 0 *

出力Y1のカルノー図出力Y0のカルノー図
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真理値表
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出力Y1のカルノー図

01 QY =
出力Y0のカルノー図
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真理値表

3進カウンタ
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010 Q QY = 01 QY =

1Q

現在のカウンタ出力から次のクロックが入った後のカ
ウンタ出力を求めておいて，それをD入力としておく．
現在のカウンタ出力から次のクロックが入った後のカ
ウンタ出力を求めて，それをD入力とする．

どちらのフリップフ
ロップにも同時にク
ロックが入る．出力
は全体で10[nsec]しか
遅れない．



現在のカウンタ出力から次のクロックが入った後のカ
ウンタ出力を求めておいて，それをD入力としておく．
現在のカウンタ出力から次のクロックが入った後のカ
ウンタ出力を求めて，それをD入力とする．
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真理値表

3進カウンタ
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どちらのフリップフ
ロップにも同時にク
ロックが入る．出力
は全体で10[nsec]しか
遅れない．



現在のカウンタ出力から次のクロックが入った後のカ
ウンタ出力を求めておいて，それをD入力としておく．
現在のカウンタ出力から次のクロックが入った後のカ
ウンタ出力を求めて，それをD入力とする．
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真理値表

3進カウンタ
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010 Q QY = 01 QY =
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どちらのフリップフ
ロップにも同時にク
ロックが入る．出力
は全体で10[nsec]しか
遅れない．
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例題：同期式4進カウンタを設計せよ
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例題：同期式4進カウンタを設計せよ
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真理値表

例題：同期式4進カウンタを設計せよ
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例題：同期式4進カウンタを設計せよ
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真理値表

例題：同期式4進カウンタを設計せよ
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STEP10製作課題

以下の同期式カウンタを設計・製作せよ．真理値表，カルノー図，設計回路
を紙に書いて，製作課題とともにＴＡに提出してチェックを受けること．

９桁の学籍番号が奇数の学生は，5進カウンタを設計・製作せよ．

９桁の学籍番号が偶数の学生は，6進カウンタを設計・製作せよ．

ヒント

6進カウンタで
は，右のような
くくり方が論理
回路の簡単化に
効果がありそう．

Y1 X1X0

00 01 11 10

X2
0 0 1 0 1
1 0 0 * *

http://mybook-pub-site.sakura.ne.jp/digital_circuit/Exercise12/Exercise12.mp4

ビデオ(5進カウンタ)

http://mybook-pub-site.sakura.ne.jp/Power_Electronics_Note/Exercise2/Exercise2.html
http://mybook-pub-site.sakura.ne.jp/digital_circuit/Exercise12/Exercise12.mp4
http://mybook-pub-site.sakura.ne.jp/digital_circuit/Exercise12/Exercise12.mp4
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STEP10 レポート課題

7進の同期式カウンタを設計せよ．真理値表，カルノー図，設計回路
を提出せよ．

（ボーナス課題）このカウンタ回路を製作してTAのチェックを受
ければ，＋1点とする．真理値表，カルノー図，設計回路を紙に書い
て，製作課題とともにＴＡに提出してチェックを受けること．
（締め切り：次回の講義開始まで）
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